
平成 30 年 2 月 23 日 
 
平成２９年度東洋学研究情報センター機関推進プロジェクト実施報告書（項目１～６） 

 
１．プロジェクト名：東洋文化研究所所蔵漢籍目録増補のための基礎作業 
 
２．申請研究者 
（氏名）（所属・役職）：大木 康（東京大学東洋文化研究所・教授） 
  共同研究者 
（氏名）（所属・役職）：高橋智（慶應義塾大学斯道文庫・教授） 
           住吉朋彦（慶應義塾大学斯道文庫・教授）  
 
３．研究期間平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日（２年間） 

 
４．プロジェクトの趣旨、全体計画（400 字程度） 
東洋文化研究所所蔵漢籍目録に収録されている漢籍は、2001 年までのものであって、

2002 年以降は、東京大学 OPAC、CiNii Books などのデータベースで検索するようになっ

ている。検索ができないわけではないものの、3 種類のデータベースを検索しなければなら

ないことははなはだ不便である。また、東洋学研究情報センターの業績審査において、この

部分のデータ件数が増えていないことも指摘されている。 
漢籍目録データベースの増補にあたっては、最初の段階として、データをテキストファイ

ルの形式で入力した基礎データを作成し、それをコンピューター関連の業者に依頼して、加

工を加え、インターネットにのせている。このプロジェクトは、このテキストファイルデー

タ作成の基礎的作業を行うことである。 
 

５．今年度の研究実施状況（400 字程度） 
2002 年以降に本所で受け入れた漢籍は、約 3700 件である。そのなかには、叢書など子

目データの作成を要するものもあるので、新規に入力を必要とするデータ件数は、おおむね

10000 件と考えられる。 
作業にあたっては、昨年度は 2 名の大学院生のアルバイトによって作業を進めたが、今

年度はさらに 1 名増やして作業を行った。2 月 23 日現在において、約 5500 件の入力が完

成した。 
漢籍目録データベースの増補にあたっては、テキストファイルの形式で入力した基礎デ

ータを作成し、それをコンピューター関連の会社に依頼して加工を加え、インターネットに

のせるという計画であったが、新たに、必ずしも業者によらずとも、比較的容易に漢籍のオ

ンライン目録が作成できることがわかり、そのプロジェクトが立ち上がろうとしている。こ



の 2 年間の作業によって作られたデータが公開利用される日は遠くないこととなった。 
 
６．今年度の研究成果の概要（400 字程度） 
本プロジェクトは、あくまでも東洋文化研究所の漢籍目録を作成しようというプロジェ

クトであるから、論文等によって直接発表されるような何らかの新知見を得ることを目的

としたわけではない。しかしながら、漢籍を実際に手に取って入力する作業を通じて、作業

を担当した大学院生は、漢籍そのものに関する知識と目録作成の技術を身につけるという

教育的効果を得ることができた。また、本所に新たに収蔵される漢籍に改めて目を通すこと

によって、申請者及び共同研究者が執筆した論文に新たな資料を加えることができた。 
また、宮内庁書陵部蔵漢籍研究会『図書寮漢籍叢考』（汲古書院）がまもなく刊行予定で

あるが、この研究会の主宰者である住吉朋彦教授、高橋智教授は、本プロジェクトの共同研

究者であり、申請者の大木も、そのメンバーであって、漢籍に特化したこの書物とこのプロ

ジェクトは深い関わりを持っている。 
 
 


